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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膨張ガスの導入により膨張する膨張部を備え、長手状に設けられ、車室の所定面を覆い
前記車室の乗員に対向して展開可能な袋状のエアバッグ本体部と、
　このエアバッグ本体部とは別個に設けられ、このエアバッグ本体部の内部にこのエアバ
ッグ本体部の展開用の膨張ガスを供給するガス供給部とを具備し、
　前記ガス供給部は、
　膨張ガスが導入される導入口と、
　この導入口から導入された膨張ガスを前記エアバッグ本体部の長手方向に沿って導いて
このエアバッグ本体部内に供給する通路部と、
　この通路部に前記エアバッグ本体部の長手方向と交差する方向に向けて設けられた連通
口と、
　この連通口に少なくとも一部が対向し、この連通口を介して前記エアバッグ本体部内に
供給される膨張ガスの一部の流れ方向を規制して膨張ガスの前記エアバッグ本体部の長手
方向と交差する方向への流れを低減する方向規制部とを備え、
　前記方向規制部の下方に前記膨張部が位置している
　ことを特徴とするエアバッグ。
【請求項２】
　方向規制部は、少なくとも一部が連通口に対向して通路部の外部に位置し、前記連通口
から前記通路部の外部に出た膨張ガスをエアバッグ本体部の長手方向に導く外側通路部で
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ある
　ことを特徴とする請求項１記載のエアバッグ。
【請求項３】
　方向規制部は、
　少なくとも一部が連通口に対向して通路部の外部に位置し、前記連通口から前記通路部
の外部に出た膨張ガスをエアバッグ本体部の長手方向に導く第１外側通路部と、
　この第１外側通路部の一部を覆い、この第１外側通路部の外部に出た膨張ガスの少なく
とも一部を前記エアバッグ本体部の長手方向に導く第２外側通路部とを備えている
　ことを特徴とする請求項１記載のエアバッグ。
【請求項４】
　方向規制部は、エアバッグ本体部の長手方向に沿って通路部の一部を導入口と連通口と
の間で仕切り、前記導入口から前記通路部に導入された膨張ガスの一部の前記連通口への
流れを迂回させる仕切り部である
　ことを特徴とする請求項１記載のエアバッグ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車室の所定面を覆い前記車室の乗員に対向して面状に展開可能なエアバッグ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、膨張ガスを導入して膨張展開するエアバッグを備えたエアバッグ装置について、
自動車の車内側のドアなどの開口を覆って前後方向にエアバッグを展開する、いわゆるカ
ーテンエアバッグ装置が知られている。このようなエアバッグは、長手状に形成された袋
状のエアバッグ本体部と、このエアバッグ本体部内に一部が配設されて膨張ガスをエアバ
ッグ本体部内に案内するガス供給部であるインナチューブとを備えている。
【０００３】
　そして、エアバッグ本体部は、通常時、細長く折り畳まれるように圧縮された状態で、
車内側開口の上縁部の周縁に沿って収納されている。そして、側面衝突や横転（ロールオ
ーバー）などの衝撃を受けた際に、インフレータからインナチューブを介して膨張ガスが
供給されてエアバッグ本体部が下方に向かって膨張展開して車内側開口を覆うことで、乗
員を拘束してその頭部などを保護するように構成されている。
【０００４】
　このようなエアバッグとして、エアバッグ本体部内に、インナチューブの軸方向に沿っ
て複数の膨張部を備え、これら膨張部と対向する位置においてインナチューブに流入口を
開口させた構成が知られている。そして、エアバッグ本体部を長手方向に沿って均一に展
開させるために、インナチューブをエアバッグ本体部の長手方向に沿って長手状に形成す
るとともに、エアバッグ本体部の膨張ガスを流したい箇所に対応して流入口の位置を設定
している（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３３１８９９号公報　（第３－６頁、図１－４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述のエアバッグでは、インナチューブの流入口からは、エアバッグ本
体部の長手方向に対して交差（直交）する短手方向へと膨張ガスが高圧で吹き出される。
そのため、膨張ガスからエアバッグ本体部を保護するように、インナチューブの流入口の
開口寸法を小さくすることが考えられるものの、流入口の開口寸法を小さくして開口の数
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を増加させるなどの調整が必要となるので、製造時の管理が煩雑となり、製造コストの削
減を図ることが容易でない。
【０００７】
　また、インナチューブに複数の流入口を設けるので、インナチューブの長手方向の両端
への膨張ガスの流れが低下し、膨張ガスがインナチューブの両端に到達するまでに時間を
要する。そのため、長尺なエアバッグ本体部を長手方向に膨張させ、下方の所定の位置に
円滑に展開させることが容易でない。
【０００８】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、エアバッグ本体部を所定の位置に円滑
に展開させることができるとともに、膨張ガスの圧力からエアバッグ本体部を保護できる
エアバッグを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載のエアバッグは、膨張ガスの導入により膨張する膨張部を備え、長手状に
設けられ、車室の所定面を覆い前記車室の乗員に対向して展開可能な袋状のエアバッグ本
体部と、このエアバッグ本体部とは別個に設けられ、このエアバッグ本体部の内部にこの
エアバッグ本体部の展開用の膨張ガスを供給するガス供給部とを具備し、前記ガス供給部
は、膨張ガスが導入される導入口と、この導入口から導入された膨張ガスを前記エアバッ
グ本体部の長手方向に沿って導いてこのエアバッグ本体部内に供給する通路部と、この通
路部に前記エアバッグ本体部の長手方向と交差する方向に向けて設けられた連通口と、こ
の連通口に少なくとも一部が対向し、この連通口を介して前記エアバッグ本体部内に供給
される膨張ガスの一部の流れ方向を規制して膨張ガスの前記エアバッグ本体部の長手方向
と交差する方向への流れを低減する方向規制部とを備え、前記方向規制部の下方に前記膨
張部が位置しているものである。
【００１０】
　請求項２記載のエアバッグは、請求項１記載のエアバッグにおいて、方向規制部は、少
なくとも一部が連通口に対向して通路部の外部に位置し、前記連通口から前記通路部の外
部に出た膨張ガスをエアバッグ本体部の長手方向に導く外側通路部であるものである。
【００１１】
　請求項３記載のエアバッグは、請求項１記載のエアバッグにおいて、方向規制部は、少
なくとも一部が連通口に対向して通路部の外部に位置し、前記連通口から前記通路部の外
部に出た膨張ガスをエアバッグ本体部の長手方向に導く第１外側通路部と、この第１外側
通路部の一部を覆い、この第１外側通路部の外部に出た膨張ガスの少なくとも一部を前記
エアバッグ本体部の長手方向に導く第２外側通路部とを備えているものである。
【００１２】
　請求項４記載のエアバッグは、請求項１記載のエアバッグにおいて、方向規制部は、エ
アバッグ本体部の長手方向に沿って通路部の一部を導入口と連通口との間で仕切り、前記
導入口から前記通路部に導入された膨張ガスの一部の前記連通口への流れを迂回させる仕
切り部であるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１記載のエアバッグによれば、エアバッグ本体部とは別個に設けたガス供給部の
通路部によってエアバッグ本体部の長手方向に膨張ガスを導いてエアバッグ本体部の膨張
部内に供給することにより、エアバッグ本体部の長手方向両端に膨張ガスを確実に供給し
て、エアバッグ本体部を所定の位置に円滑に展開させることができるとともに、この通路
部にエアバッグ本体部の長手方向と交差する方向に向けて連通口を設け、この連通口に少
なくとも一部が対向する方向規制部によって膨張ガスの一部の流れ方向を規制することで
連通口を介してエアバッグ本体部内に供給される膨張ガスのエアバッグ本体部の長手方向
と交差する方向への流れを低減することにより、膨張ガスの圧力からエアバッグ本体部を
保護できる。
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【００１４】
　請求項２記載のエアバッグによれば、請求項１記載のエアバッグの効果に加え、外側通
路部の少なくとも一部を連通口に対向させて通路部の外部に配置して、連通口から通路部
の外部に出た膨張ガスをエアバッグ本体部の長手方向に導くことにより、通路部と外側通
路部との二層構造によって、連通口から通路部の外部に出た膨張ガスのエアバッグ本体部
の長手方向と交差する方向への流れをより確実に低減できる。
【００１５】
　請求項３記載のエアバッグによれば、請求項１記載のエアバッグの効果に加え、第１外
側通路部の少なくとも一部を連通口に対向させて通路部の外部に配置して、連通口から通
路部の外部に出た膨張ガスをエアバッグ本体部の長手方向に導くとともに、この第１外側
通路部から出た膨張ガスの少なくとも一部を、第１外側通路部の一部を覆う第２外側通路
部によってエアバッグ本体部の長手方向にさらに導くことにより、通路部、第１外側通路
部及び第２外側通路部の三層構造によって、連通口から通路部の外部に出た膨張ガスのエ
アバッグ本体部の長手方向と交差する方向への流れをより確実に低減できる。
【００１６】
　請求項４記載のエアバッグによれば、請求項１記載のエアバッグの効果に加え、仕切り
部によって、エアバッグ本体部の長手方向に沿って通路部の一部を導入口と連通口との間
で仕切り、導入口から通路部に導入された膨張ガスの一部の連通口への流れを迂回させる
ことにより、連通口を介してエアバッグ本体部内に供給される膨張ガスのエアバッグ本体
部の長手方向と交差する方向への流れをより確実に低減できるとともに、他の部材などを
別途用いることなく、エアバッグ本体部の長手方向と交差する方向への流れを低減させる
構成を容易に形成できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明のエアバッグの第１の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【図２】（ａ）は同上ガス供給部の一部を示す説明図、（ｂ）は同上ガス供給部の他の一
部を示す説明図である。
【図３】同上ガス供給部の製造方法を示す説明図である。
【図４】同上ガス供給部の製造方法の図３に続く状態を示す説明図である。
【図５】同上エアバッグを示す説明図である。
【図６】図５のＡ－Ａ相当位置の断面図である。
【図７】同上エアバッグを車両に配置した状態及び展開した状態を示す説明図である。
【図８】同上エアバッグの展開動作を（ａ）（ｂ）の順に模式的に示す説明図である。
【図９】本発明のエアバッグの第２の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【図１０】同上ガス供給部の製造方法を（ａ）ないし（ｃ）の順に示す説明図である。
【図１１】本発明のエアバッグの第３の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【図１２】本発明のエアバッグの第４の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【図１３】本発明のエアバッグの第５の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【図１４】本発明のエアバッグの第６の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【図１５】本発明のエアバッグの第７の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【図１６】本発明のエアバッグの第８の実施の形態のガス供給部を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明のエアバッグの第１の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１９】
　図５ないし図７において、10はエアバッグで、このエアバッグ10を備えたエアバッグ装
置は、カーテンエアバッグ装置とも呼ばれるもので、車両である自動車の車体13の車室の
収納位置としてのルーフサイド部15に配置されている。そして、このエアバッグ10は、カ
ーテンエアバッグ、側突用エアバッグ、インフレータブルカーテン、あるいは頭部保護用
エアバッグなどとも呼ばれるもので、側面衝突の衝撃を受けた際や横転（ロールオーバー
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）の際などに、被保護物としての乗員の側方にほぼ面状に展開し、乗員の頭部などを保護
するようになっている。
【００２０】
　なお、以下、前後方向、車幅方向である両側方向、上下方向などの方向は、車両の直進
方向を基準とし、前後方向（図７に示す矢印Ｆ，Ｒ方向）、上下方向（図７に示す矢印Ｕ
，Ｄ方向）、車室の外方（図６に示す矢印Ｗ方向）、車室の内方（図６に示す矢印Ｃ方向
）などを説明する。
【００２１】
　そして、この自動車の車体13は、車室内に乗員が着座可能な前席及び後席を備え、これ
ら前席及び後席に対応して、それぞれ上部に開口可能な開口部としての窓部（サイドウィ
ンドウ）18を備えた図示しないドアが設けられている。また、車室の両側には、前側から
順に、Ａピラーとも呼ばれるフロントピラー21、Ｂピラーとも呼ばれるセンターピラー22
、Ｃピラーとも呼ばれるリアピラー23が設けられている。そして、これら窓部18、ドア及
び各ピラー21，22，23により、車室の両側部に所定面24が構成されている。また、これら
ピラー21，22，23の上側、すなわち窓部18の一縁部である上縁部に、ルーフサイドレール
などとも呼ばれる被取付部材を構成する車体パネルが設けられ、この車体パネルを介して
天井部としての天井パネルが支持されている。また、両側のフロントピラー21の前側には
フロントガラス（フロントウインドシールド）が設けられ、両側のリアピラー23の後側に
はリアガラスが設けられている。そして、収納位置としてのルーフサイド部15は、天井パ
ネルの両側の縁部の部分から、この縁部の部分といわば交差する方向に伸びるフロントピ
ラー21及びリアピラー23のほぼ全長にかかる部分にまで設定され、これら天井パネルの縁
部の部分とフロントピラー21及びリアピラー23とで仮想的に構成される弧の内側に、エア
バッグ10が展開する所定面24が設定される。
【００２２】
　なお、ここで、センターピラー22とは、前後の端部のピラーではなく、展開したエアバ
ッグ10に覆われるピラーを示す。また、車両の種類によっては、片側に例えば４本以上の
ピラーを備える場合があるが、前から３本目以後のピラーは、リアピラー23として説明す
る。
【００２３】
　そして、エアバッグ装置は、前後の座席の乗員を保護可能な、いわゆる前後席用エアバ
ッグであり、車体パネルとヘッドライニングとなどに囲まれたルーフサイド部15すなわち
車体13のドア開口部の上縁に沿って細長く折り畳んで収納されたエアバッグ10と、後席の
後方あるいは上方に収納されこのエアバッグ10にガスを供給するガス発生器である図示し
ないインフレータとなどを備えている。また、このエアバッグ装置は、必要に応じて、エ
アバッグ10を車体パネルに取り付ける金属板をプレス加工などして形成された取付ブラケ
ット、折り畳んだエアバッグ10に沿って取り付けられて展開時にエアバッグ10を保護する
樹脂製のプロテクタ、及び折り畳んだエアバッグ10の形状を保持する破断可能な筒状ある
いは紐状の形状保持部材としてのスリーブ、エアバッグ10の前端部に連結された図示しな
いテザーベルトなどが備えられている。
【００２４】
　そして、エアバッグ10は、単数あるいは複数の基布を組み合わせ、例えば１枚の基布を
下端で折り返し、あるいは２枚の基布を重ねて接合して、扁平な袋状に形成されたエアバ
ッグ本体部31と、このエアバッグ本体部31の内部に一部が配置されたガス供給部32とを備
え、図示しない取付部を介して上縁部の複数箇所が車体13側に取り付けられて、例えば図
８（ａ）に示すように細長く折り畳んだ状態で図７に示すルーフサイド部15に収納される
。
【００２５】
　図５に示すエアバッグ本体部31は、車室の内側に配置される内側の基布部と車体側であ
る外側に配置される外側の基布部とが重ねられてエアバッグ接合部で接合されて構成され
、流入した膨張ガスＧにより膨張展開するように形成されている。このエアバッグ本体部
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31は、中空部である気室であり、ガス供給部32が配置されるガス案内部35と、このガス案
内部35に対して連通する膨張部36とを備えている。
【００２６】
　ガス案内部35は、エアバッグ本体部31の上縁部に沿って前後方向を長手方向として直線
状に設けられ、すなわち前後方向を長手方向である軸方向として略水平な柱状に展開する
。このガス案内部35は、エアバッグ本体部31の前端部から後端部に亘って形成されている
。
【００２７】
　また、膨張部36は、内部に形成された複数の線状の規制部である内側接合部38により接
合されて複数に区画され、展開時の幅寸法などが規制されるとともに、ガス案内部35の前
側に連通し展開時に前席の乗員の側方に対向して展開する前席保護部41、及びガス案内部
35の後側に連通し展開時に後席の乗員の側方に対向して展開する後席保護部42などが形成
されている。
【００２８】
　また、エアバッグ接合部は、例えば縫製、接着、あるいは縫製とシール手段との併用な
どにより略気密あるいは高度な気密に構成され、膨張部36の外周を接合する図示しない外
側接合部、及び上記内側接合部38などを備えている。
【００２９】
　また、取付部は、例えば車体取付用の取付片であり、エアバッグ本体部31の上縁部の所
定位置に複数形成されている。そして、取付部は、エアバッグ本体部31を構成する基布部
と一体に形成され、例えば、内側の基布部と外側の基布部とを重ね縫着して形成されてい
る。
【００３０】
　一方、図１及び図５に示すガス供給部32は、インナチューブなどとも呼ばれ、インフレ
ータの接続管43が挿入接続される導入口44を一端に有するガス導入部としての管状の接続
部45と、この接続部45に連通する管状の通路部である内側通路部46と、この内側通路部46
の外部に位置する方向規制部である外側通路部47とを備えており、内側通路部46と外側通
路部47とにより上下に二層の構造となっている。そして、このガス供給部32は、接続部45
及び外側通路部47を形成する第１基布51と内側通路部46を形成する第２基布52とにより構
成され、これら第１及び第２基布51，52が重ねられて基布接合部53により接合されて構成
されている。
【００３１】
　接続部45は、前端部が内側通路部46と連通しており、後端部が内側通路部46と連通して
いる。
【００３２】
　また、内側通路部46は、導入口44から導入された膨張ガスＧをエアバッグ本体部31の長
手方向に沿って導くもので、エアバッグ本体部31の長手方向である前後方向に沿って長手
状に形成されている。また、この内側通路部46は、前後両端部に一方及び他方の通気口55
，56を有し、エアバッグ本体部31のガス案内部35内に収容されている。これら一方及び他
方の通気口55，56は、ガス案内部35の前方及び後方に向けて延びており、ガス案内部35を
介して膨張部36の前席保護部41及び後席保護部42と連通している。また、この内側通路部
46の長手方向の中央部の下部には、外側通路部47と連通する連通口58が前後方向に沿って
長孔状に開口されている。この連通口58は、導入口44から導入された膨張ガスＧを外側通
路部47へと出すもので、上下方向、すなわちエアバッグ本体部31の長手方向に交差（直交
）する方向であるエアバッグ本体部31の短手方向に向けて開口している。
【００３３】
　また、外側通路部47は、連通口58から内側通路部46の外部に出た膨張ガスＧの流れを規
制してエアバッグ本体部31の長手方向に沿って導くもので、前後方向、すなわちエアバッ
グ本体部31の長手方向に沿って長手状に形成されており、前後両端部に一方及び他方の外
側通気口61，62を有し、内側通路部46とともにエアバッグ本体部31のガス案内部35内に収
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容されている。また、この外側通路部47は、本実施の形態において、内側通路部46よりも
長手寸法が小さく設定されている。さらに、この外側通路部47は、連通口58に対向する位
置において内側通路部46の外部に形成されている。したがって、この外側通路部47は、内
側通路部46の長手方向の中央部を含む下部を覆って形成されている。
【００３４】
　また、第１基布51は、図２（ａ）に示すように、外側通路部47を形成する四角形状の基
布本体部64と、この基布本体部64の両側から傾斜状に突出し接続部45（図１）を形成する
一方及び他方の接続部形成部65，66とを一体に備えている。
【００３５】
　また、第２基布52は、図２（ｂ）に示すように、第１基布51の基布本体部64よりも前後
寸法すなわち長手寸法が大きい長方形状に形成されており、中央部に連通口58が長孔状に
開口されている。
【００３６】
　さらに、図１に示すように、基布接合部53は、例えば縫製、接着、あるいは縫製とシー
ル手段との併用などにより構成され、第１基布51の基布本体部64の両側と第２基布52の両
側とを接合する一方及び他方の第１接合部68、及び第１基布51の一方及び他方の接続部形
成部65，66ないし第２基布52を接合する線状の第２接合部69を備えている。
【００３７】
　そして、ガス供給部32を形成する際には、まず、図３に示すように、予め形成した第２
基布52に対して、予め形成した第１基布51の基布本体部64を重ね、この基布本体部64の一
側と第２基布52の一側とを一方の第１接合部68により接合する。
【００３８】
　次いで、図４に示すように、基布本体部64の他側と第２基布52の他側とを他方の第１接
合部68により接合する。この状態で、第１基布51の基布本体部64と第２基布52との中央部
がほぼ一致した状態となり、かつ、第１基布51の中央部が第２基布52に対して離間された
状態となる。
【００３９】
　そして、図１に示すように、第１基布51を第２基布52とともに折り曲げて一側と他側と
を重ねるとともに一方及び他方の接続部形成部65，66を重ね、互いに重なり合った一方及
び他方の接続部形成部65，66の前後の縁部から第２基布52の上側の縁部に亘ってそれぞれ
第２接合部69により接合することで、ガス供給部32を完成する。
【００４０】
　また、エアバッグ10は、内側の基布部及び外側の基布部を重ねて平面状に広げた状態か
ら、上記形成したガス供給部32を挟み込みつつエアバッグ本体部31を所定の細長い形状に
折り畳み、エアバッグ接合部によって接合することで組み立てる。
【００４１】
　このエアバッグ10の折畳方法は、種々の方法を採ることができるが、例えば下側部をロ
ール状に折り畳むとともに、上側部をパラソル状に折り畳む。
【００４２】
　そして、このエアバッグ装置（カーテンエアバッグモジュール）を車室内に持ち込み、
ヘッドライニング及びピラーガーニッシュなどの内装部材が取り付けられる前に車体13へ
の取付作業を行う。この取付作業は、エアバッグ10の複数の取付部、テザーベルト、イン
フレータに設けたインフレータ取付部、及び、取付ブラケットをそれぞれボルトなどの固
定具で車体に固定することにより行われる。また、インフレータから導出されたハーネス
を車体13に備えた制御装置に接続する。次いで、車体13の天井パネルにヘッドライニング
を取り付け、各ピラー21，22，23にピラーガーニッシュを取り付けてエアバッグ装置を覆
うことにより、エアバッグ装置の車体13への取付作業、すなわち、折り畳んだエアバッグ
10を所定面24の上縁部に沿った収納位置であるルーフサイド部15に配置する作業が完了す
る。
【００４３】
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　次に、エアバッグ10の展開動作を説明する。
【００４４】
　車両の側面衝突あるいは横転などの際には、制御装置によりインフレータが作動し、こ
のインフレータから噴射される膨張ガスＧが接続管43を介し導入口44からガス供給部32内
へと導入される。
【００４５】
　この導入された膨張ガスＧは、接続部45を通過して内側通路部46内へと流入し、この内
側通路部46に沿って一部が前方及び後方へとガイドされるとともに、残りの他部が連通口
58から内側通路部46の下方へと出る。
【００４６】
　内側通路部46に沿って前方及び後方へとガイドされた膨張ガスＧは、内側通路部46の一
方及び他方の通気口55，56からエアバッグ本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35へと
出る。この結果、ガス案内部35が長手方向全体、すなわち前端部から後端部に亘って均一
、あるいは略均一に迅速に膨張展開して、ヘッドライニング及び前後のピラーガーニッシ
ュを押しのける。
【００４７】
　一方、連通口58から内側通路部46の下方へと出た膨張ガスＧは、外側通路部47内へと下
方に向けて流入し、この外側通路部47を構成する第１基布51に衝突することで、この外側
通路部47に沿って前方及び後方へとガイドされ、一方及び他方の外側通気口61，62からエ
アバッグ本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35へと出て、膨張部36（前席保護部41及
び後席保護部42）に導入される。この結果、膨張部36が車室の側部内面である所定面24を
こすりながら巻き戻されるように所定面24に沿った所定方向である略下方に迅速にカーテ
ン状に膨張展開して（図８（ｂ））、図７に示す窓部18及びセンターピラー22などを覆う
。この状態で、エアバッグ10は側方に投げ出されてくる乗員を拘束してその頭部などを保
護する。
【００４８】
　このように、本実施の形態によれば、内側通路部46によってエアバッグ本体部31の長手
方向に膨張ガスＧを導くことにより、エアバッグ本体部31の長手方向両端に膨張ガスＧを
確実に供給して、長尺なエアバッグ本体部31を瞬時に所定の位置に円滑に展開させること
ができるとともに、ガス供給部32の内側通路部46にエアバッグ本体部31の長手方向と交差
（直交）する方向に向けて連通口58を設け、連通口58に対向する外側通路部47によって膨
張ガスＧの一部の流れ方向を規制することで連通口58を介してエアバッグ本体部31内に供
給される膨張ガスＧのエアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する方向への流れを
低減することにより、膨張ガスＧの圧力がエアバッグ本体部31の膨張部36に対してこのエ
アバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する短手方向に直接作用することがなく、エ
アバッグ本体部31、すなわちエアバッグ本体部31を構成する基布部を保護できる。
【００４９】
　また、外側通路部47の少なくとも一部を連通口58に対向させて内側通路部46の外部に配
置して、連通口58から内側通路部46の外部に出た膨張ガスＧをエアバッグ本体部31の長手
方向に導くことにより、内側通路部46と外側通路部47との二層構造によって、連通口58か
ら出た膨張ガスＧが直接エアバッグ本体部31に晒されることがなく、連通口58から内側通
路部46の外部に出た膨張ガスＧのエアバッグ本体部の長手方向と交差（直交）する短手方
向への流れをより確実に低減できる。
【００５０】
　そして、エアバッグ本体部31の外郭を構成する基布と同一、あるいは同等の２枚の基布
を用い、第２基布52の連通口58を覆って第１基布51を縫着する簡単な構成によりガス供給
部32を製造できるので、製造コストを低減できる。
【００５１】
　次に、第２の実施の形態を図９及び図１０を参照して説明する。なお、上記第１の実施
の形態と同様の構成及び作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
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【００５２】
　この第２の実施の形態は、上記第１の実施の形態のガス供給部32が、接続部45及び内側
通路部46を形成する第１基布71と外側通路部47を形成する第２基布72とにより構成され、
これら第１及び第２基布71，72が重ねられて基布接合部73により接合されて構成されてい
るものである。
【００５３】
　すなわち、第１基布71は、図１０に示すように、前後方向に長手状で内側通路部46（図
９）を形成する長方形状の内側通路部形成部75と、この内側通路部形成部75から突出し接
続部45（図９）を形成する一方及び他方の接続部形成部76，77とを一体に備えている。そ
して、内側通路部形成部75には、連通口58が形成されている。
【００５４】
　また、第２基布72は、前後方向に長手状の四角形状に形成されている。この第２基布72
は、第１基布71に対して前後方向の寸法が小さく設定されている。
【００５５】
　さらに、図９に示すように、基布接合部73は、例えば縫製、接着、あるいは縫製とシー
ル手段との併用などにより構成され、第１基布71の内側通路部形成部75と第２基布72とを
接合する線状の第１接合部78、及び第１基布71の接続部形成部76，77ないし内側通路部形
成部75を接合する線状の第２接合部79を備えている。
【００５６】
　そして、ガス供給部32を形成する際には、まず、図１０（ａ）に示すように、予め形成
した第１基布71の内側通路部形成部75の連通口58を覆うように第２基布72を重ねる。次い
で、図１０（ｂ）に示すように、第１基布71の内側通路部形成部75の一側及び他側と第２
基布72の一側及び他側とを、それぞれ第１接合部78により接合する。さらに、図１０（ｃ
）に示すように、第１基布71を第２基布72とともに折り曲げて一側と他側とを重ね、互い
に重なり合った一方及び他方の接続部形成部76，77の前後の縁部から内側通路部形成部75
の上側の縁部に亘ってそれぞれ第２接合部79により接合することで、ガス供給部32を完成
する。
【００５７】
　このように構成したガス供給部32を備えるエアバッグ10は、上記第１の実施の形態と同
様に、インフレータからの膨張ガスＧが接続管43を介し導入口44からガス供給部32内へと
導入されると、この導入された膨張ガスＧが、接続部45を通過して内側通路部46内へと流
入し、この内側通路部46に沿って一部が前方及び後方へとガイドされて一方及び他方の通
気口55，56からエアバッグ本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35へと出て、ガス案内
部35を長手方向全体、すなわち前端部から後端部に亘って均一、あるいは略均一に迅速に
膨張展開させる。また、残りの膨張ガスＧは、連通口58から内側通路部46の下方へと出て
外側通路部47内に流入し、この外側通路部47を構成する第２基布72に衝突することで、こ
の外側通路部47に沿って前方及び後方へとガイドされ、一方及び他方の外側通気口61，62
からエアバッグ本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35へと出て、膨張部36（前席保護
部41及び後席保護部42）を所定面24に沿った下方に迅速にカーテン状に膨張展開させる。
【００５８】
　このように上記第２の実施の形態によれば、内側通路部46によってエアバッグ本体部31
の長手方向に膨張ガスＧを導くことにより、エアバッグ本体部31の長手方向両端に膨張ガ
スＧを確実に供給して、長尺なエアバッグ本体部31を瞬時に所定の位置に円滑に展開させ
ることができるとともに、ガス供給部32の内側通路部46にエアバッグ本体部31の長手方向
と交差（直交）する方向に向けて連通口58を設け、連通口58に対向する外側通路部47によ
って膨張ガスＧの一部の流れ方向を規制することで連通口58を介してエアバッグ本体部31
内に供給される膨張ガスＧのエアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する方向への
流れを低減することにより、膨張ガスＧの圧力がエアバッグ本体部31の膨張部36に対して
このエアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する短手方向に直接作用することがな
く、エアバッグ本体部31、すなわちエアバッグ本体部31を構成する基布部を保護できるな
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ど、上記第１の実施の形態と同様の作用効果を奏することができる。
【００５９】
　なお、上記第２の実施の形態において、図１１に示す第３の実施の形態のように、ガス
供給部32に連通口58を複数設け、これら連通口58のそれぞれに外側通路部47を形成しても
よい。この場合には、各連通口58から出る膨張ガスＧの流れをより確実に分散してエアバ
ッグ本体部31内に供給でき、エアバッグ本体部31、すなわちエアバッグ本体部31を構成す
る基布部をより確実に保護できる。
【００６０】
　次に、第４の実施の形態を図１２を参照して説明する。なお、上記各実施の形態と同様
の構成及び作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６１】
　この第４の実施の形態のエアバッグ10は、上記第２の実施の形態のガス供給部32の第２
基布72が、第１基布71よりも前後方向、すなわちエアバッグ本体部31の長手方向の寸法が
大きいものである。
【００６２】
　すなわち、第２基布72は、第１基布71の内側通路部形成部75よりも前後方向への長手寸
法が大きい長方形状に形成されている。
【００６３】
　そして、第１基布71と第２基布72とを接合する基布接合部73は、第１基布71の内側通路
部形成部75と第２基布72とを接合する第１接合部78の他に、第１基布71の接続部形成部76
，77と第２基布72とを接合する線状の第２接合部81を備えている。
【００６４】
　ガス供給部32を形成する際には、まず、予め形成した第２基布72に対して、予め形成し
た第１基布71の内側通路部形成部75を、第２基布72の中央部に連通口58が位置するように
重ね、第１基布71の内側通路部形成部75の一側及び他側と第２基布72の一側及び他側とを
、それぞれ第１接合部78により接合し、さらに、第１基布71と第２基布72とをともに折り
曲げて一側と他側とを重ね、互いに重なり合った一方及び他方の接続部形成部76，77の前
後の縁部から第２基布72の上側の縁部に亘ってそれぞれ第２接合部81により接合すること
で、ガス供給部32を完成する。
【００６５】
　そして、このように構成したガス供給部32を備えるエアバッグ10は、インフレータから
の膨張ガスＧが接続管43を介し導入口44からガス供給部32内へと導入されると、この導入
された膨張ガスＧが、接続部45を通過して内側通路部46内へと流入し、この内側通路部46
に沿って一部が前方及び後方へとガイドされるとともに、残りの他部が連通口58から内側
通路部46の下方へと出る。そして、この連通口58から内側通路部46の下方へと出た膨張ガ
スＧは、外側通路部47内へと下方に向けて流入し、この外側通路部47を構成する第２基布
72に衝突することで、この外側通路部47に沿って前方及び後方へとガイドされる。したが
って、エアバッグ本体部31は、内側通路部46に沿って前方及び後方へとガイドされて一方
及び他方の通気口55，56から内側通路部46の外部に出た膨張ガスＧと、連通口58から内側
通路部46の外部に出た膨張ガスＧとが、それぞれ外側通路部47に沿ってガイドされて一方
及び他方の外側通気口61，62からエアバッグ本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35に
出ることにより、ガス案内部35が長手方向全体、すなわち前端部から後端部に亘って均一
、あるいは略均一に迅速に膨張展開する。この後、ガス案内部35から膨張ガスＧが導入さ
れた膨張部36（前席保護部41及び後席保護部42）が所定面24に沿った下方に迅速にカーテ
ン状に膨張展開する。
【００６６】
　このように、上記第４の実施の形態によれば、内側通路部46によってエアバッグ本体部
31の長手方向に膨張ガスＧを導くことにより、外側通路部47を介してエアバッグ本体部31
の長手方向両端に膨張ガスＧを確実に供給して、長尺なエアバッグ本体部31を瞬時に所定
の位置に円滑に展開させることができるとともに、ガス供給部32の内側通路部46にエアバ
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ッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する方向に向けて連通口58を設け、連通口58に対
向する外側通路部47によって膨張ガスＧの一部の流れ方向を規制することで連通口58を介
してエアバッグ本体部31内に供給される膨張ガスＧのエアバッグ本体部31の長手方向と交
差（直交）する方向への流れを低減することにより、膨張ガスＧの圧力がエアバッグ本体
部31の膨張部36に対してこのエアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する短手方向
に直接作用することがなく、エアバッグ本体部31、すなわちエアバッグ本体部31を構成す
る基布部を保護できるなど、上記各実施の形態と同様の作用効果を奏することができる。
【００６７】
　次に、第５の実施の形態を図１３を参照して説明する。なお、上記各実施の形態と同様
の構成及び作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６８】
　この第５の実施の形態のエアバッグ10は、上記各実施の形態の外側通路部47に代えて、
ガス供給部32が第１外側通路部83と第２外側通路部84とを有する方向規制部85を備えてい
るものである。そして、このガス供給部32は、第１基布71と、第１外側通路部83を形成す
る第２基布86と、第２外側通路部84を形成する第３基布87とを備え、これら基布71，86，
87が基布接合部88により接合されて構成されている。
【００６９】
　第１外側通路部83は、連通口58から出た膨張ガスＧの流れを規制してエアバッグ本体部
31の長手方向に沿って導くもので、前後方向、すなわちエアバッグ本体部31の長手方向に
沿って長手状に形成されており、前後両端部に一方及び他方の第１外側通気口91，92を有
し、内側通路部46とともにエアバッグ本体部31のガス案内部35内に収容されている。また
、この第１外側通路部83は、本実施の形態において、内側通路部46よりも長手寸法が小さ
く設定されている。さらに、この第１外側通路部83は、連通口58に対向する位置において
内側通路部46の外部に形成されている。したがって、この第１外側通路部83は、内側通路
部46の長手方向の中央部を含む下部を覆って形成されている。
【００７０】
　また、第２外側通路部84は、第１外側通路部83の長手方向の一端部、本実施の形態では
後端部の他方の第１外側通気口92から第１外側通路部83の外部に出た膨張ガスＧの流れを
規制してエアバッグ本体部31の長手方向に沿ってさらに導くもので、前後方向、すなわち
エアバッグ本体部31の長手方向に沿って長手状に形成されており、前後両端部に一方及び
他方の第２外側通気口94，95を有し、内側通路部46及び第１外側通路部83とともにエアバ
ッグ本体部31のガス案内部35内に収容されている。また、この第２外側通路部84は、本実
施の形態において、内側通路部46よりも長手寸法が小さく設定されている。さらに、この
第２外側通路部84は、第１外側通路部83の外部に形成されており、この第１の外側通路部
83の後端部よりも前方に一方の第２外側通気口94が位置し、第１の外側通路部83の後端部
よりも後方に他方の第２外側通気口95が位置している。すなわち、この第２外側通路部84
は、第１外側通路部83の後端部の下方に沿って前端側の一部が位置している。換言すれば
、本実施の形態のガス供給部32は、内側通路部46と、第１外側通路部83と第２外側通路部
84とにより、上下に三層構造となっている。
【００７１】
　また、第２及び第３の基布86，87は、それぞれ前後方向に長手状の四角形状に形成され
ている。これら第２及び第３の基布86，87は、第１基布71に対してそれぞれ前後方向の寸
法が小さく設定されている。
【００７２】
　また、基布接合部88は、例えば縫製、接着、あるいは縫製とシール手段との併用などに
より構成され、第１基布71の内側通路部形成部75と第２基布86とを接合する線状の第１接
合部97、第１基布71の内側通路部形成部75と第３基布87とを接合する線状の第２接合部98
、及び第１基布71の接続部形成部76，77ないし内側通路部形成部75を接合する線状の第３
接合部99を備えている。
【００７３】
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　そして、ガス供給部32を形成する際には、まず、予め形成した第１基布71の内側通路部
形成部75の連通口58を覆うように第２基布86を重ね、第１基布71の内側通路部形成部75の
一側及び他側と第２基布72の一側及び他側とを、それぞれ第１接合部97により接合し、さ
らに、第２基布86の長手方向の一端側、本実施の形態では後側を覆って、第１基布71の内
側通路部形成部75の一側及び他側と第３基布87の一側及び他側とを第２接合部98により接
合し、かつ、第１、第２及び第３基布71，86，87をともに折り曲げて一側と他側とを重ね
、互いに重なり合った一方及び他方の接続部形成部76，77の前後の縁部から内側通路部形
成部75の上側の縁部に亘ってそれぞれ第３接合部99により接合することで、ガス供給部32
を完成する。
【００７４】
　このように構成したガス供給部32を備えるエアバッグ10は、インフレータからの膨張ガ
スＧが接続管43を介し導入口44からガス供給部32内へと導入されると、この導入された膨
張ガスＧが、接続部45を通過して内側通路部46内へと流入し、この内側通路部46に沿って
一部が前方及び後方へとガイドされて一方及び他方の通気口55，56からエアバッグ本体部
31の長手方向に沿ってガス案内部35へと出て、ガス案内部35を長手方向全体、すなわち前
端部から後端部に亘って均一、あるいは略均一に迅速に膨張展開させる。また、残りの膨
張ガスＧは、連通口58から内側通路部46の下方へと出て第１外側通路部83内に流入し、こ
の第１外側通路部83を構成する第２基布86に衝突することで、この第１外側通路部83に沿
って前方及び後方へとガイドされ、前方へとガイドされた膨張ガスＧが第１外側通路部83
の前端部に位置する一方の第１外側通気口91から長手方向に沿ってガス案内部35へと出る
。さらに、第１外側通路部83に沿って後方へとガイドされた膨張ガスＧは、第１外側通路
部83の後端部に位置する他方の第１外側通気口92から第２外側通路部84内に流入し、第２
外側通路部84に沿って前方及び後方へとガイドされ、一方及び他方の第２外側通気口94，
95からエアバッグ本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35へと出る。この結果、第１外
側通路部83によりガイドされ一方の第１外側通気口91からエアバッグ本体部31の長手方向
に沿って前方に出た膨張ガスＧと、第２外側通路部84によりガイドされ一方及び他方の第
２外側通気口94，95からエアバッグ本体部31の長手方向に沿って前後方向に出た膨張ガス
Ｇとが、膨張部36（前席保護部41及び後席保護部42）を車室の所定面24に沿った下方に迅
速にカーテン状に膨張展開させる。
【００７５】
　このように、上記第５の実施の形態によれば、第１外側通路部83の少なくとも一部を連
通口58に対向させて内側通路部46の外部に配置して、連通口58から内側通路部46の外部に
出た膨張ガスＧをエアバッグ本体部31の長手方向に導くとともに、この第１外側通路部83
から出た膨張ガスＧの少なくとも一部を、第１外側通路部83の一部を覆う第２外側通路部
84によってエアバッグ本体部31の長手方向にさらに導くことにより、内側通路部46、第１
外側通路部83及び第２外側通路部84の三層構造によって、連通口58から内側通路部46の外
部に出た膨張ガスＧのエアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する短手方向への流
れをより確実に低減できる。
【００７６】
　なお、上記第５の実施の形態において、例えば上記第３の実施の形態のように、内側通
路部46に複数の連通口58を備える場合には、それぞれの連通口58に対応して第１外側通路
部83と第２外側通路部84とを設けることにより、同様の作用効果を奏することができる。
【００７７】
　次に、第６の実施の形態を図１４を参照して説明する。なお、上記各実施の形態と同様
の構成及び作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００７８】
　この第６の実施の形態は、上記各実施の形態の外側通路部47に代えて、内側通路部46の
内部に、連通口遮蔽部としての方向規制部である仕切り部101を備えるものである。
【００７９】
　仕切り部101は、導入口44から内側通路部46へと導入された膨張ガスＧの一部の連通口5
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8への流れを迂回させるものであり、例えば上記第２の実施の形態の第１基布71の内部の
連通口58に間隙を介して対向する位置で、かつ、この連通口58の上方に、エアバッグ本体
部31の長手方向に沿って線状に設けられている。すなわち、この仕切り部101は、導入口4
4と連通口58との間に位置しており、エアバッグ本体部31の長手方向に沿って内側通路部4
6の一部を導入口44と連通口58との間で仕切っている。換言すれば、内側通路部46は、仕
切り部101によって、上下方向に簡易的な二層構造に区画されている。さらに、この仕切
り部101は、例えば縫製、接着、あるいは縫製とシール手段との併用などにより構成され
ている。
【００８０】
　そして、ガス供給部32を形成する際には、まず、予め形成した第１基布71を折り曲げて
一側と他側とを重ね、互いに重なり合った一方及び他方の接続部形成部76，77の前後の縁
部から内側通路部形成部75の上側の縁部に亘ってそれぞれ第２接合部79により接合し、こ
の第１基布71の連通口58の上方の位置を、仕切り部101によって接合することで、ガス供
給部32を完成する。
【００８１】
　このように構成したガス供給部32を備えるエアバッグ10は、インフレータからの膨張ガ
スＧが接続管43を介し導入口44からガス供給部32内へと導入されると、この導入された膨
張ガスＧが、接続部45を通過して内側通路部46内へと流入し、仕切り部101に衝突してこ
の仕切り部101に沿ってガイドされる。このガイドされた膨張ガスＧは、一部が内側通路
部46に沿って前方及び後方へとガイドされて一方及び他方の通気口55，56からエアバッグ
本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35へと出て、ガス案内部35を長手方向全体、すな
わち前端部から後端部に亘って均一、あるいは略均一に迅速に膨張展開させる。また、残
りの膨張ガスＧは、仕切り部101を迂回して流れが低減された状態で連通口58から内側通
路部46の下方へと出て、膨張部36（前席保護部41及び後席保護部42）を所定面24に沿った
下方に迅速にカーテン状に膨張展開させる。
【００８２】
　このように、上記第６の実施の形態によれば、仕切り部101によって、エアバッグ本体
部31の長手方向に沿って内側通路部46の一部を導入口44と連通口58との間で仕切り、導入
口44から内側通路部46に導入された膨張ガスＧの一部の連通口58への流れを迂回させるこ
とにより、連通口58を介してエアバッグ本体部31内に供給される膨張ガスＧのエアバッグ
本体部31の長手方向と交差（直交）する短手方向への流れをより確実に低減できるととも
に、他の部材（基布）などを別途用いることなく、エアバッグ本体部31の長手方向と交差
（直交）する短手方向への流れを低減させる構成を容易に形成でき、部品点数を最小限に
抑制してエアバッグ10の製造コストを低減できる。
【００８３】
　なお、上記第６の実施の形態において、例えば上記第３の実施の形態のように、内側通
路部46に複数の連通口58を備える場合には、それぞれの連通口58に対応して仕切り部101
を設けることにより、同様の作用効果を奏することができる。
【００８４】
　次に、第７の実施の形態を図１５を参照して説明する。なお、上記各実施の形態と同様
の構成及び作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００８５】
　この第７の実施の形態は、ガス供給部32に代えて、エアバッグ本体部31の後部に位置す
るガス供給部103を備えるものである。
【００８６】
　このガス供給部103は、インナチューブなどとも呼ばれ、インフレータの接続管43が挿
入接続される導入口105を一端部である後端部に有するガス導入部としての管状の通路部
である内側通路部106と、この内側通路部106の外部に位置する方向規制部である外側通路
部107とを備えており、内側通路部106と外側通路部107とにより上下に二層の構造となっ
ている。そして、このガス供給部103は、内側通路部106を形成する第１基布108と、外側
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通路部107を形成する第２基布109とが重ねられて基布接合部110により接合されて構成さ
れている。
【００８７】
　内側通路部106は、導入口105から導入された膨張ガスＧをエアバッグ本体部31の長手方
向に沿って導くもので、エアバッグ本体部31の長手方向である前後方向に沿って長手状に
形成されており、他端部である前端部に通気口112を有し、エアバッグ本体部31のガス案
内部35内に収容されている。この通気口112は、ガス案内部35の前方に向けて延びており
、ガス案内部35を介して膨張部36の前席保護部41及び後席保護部42と連通している。また
、この内側通路部106は、後端部がエアバッグ本体部31の後端部の上部から後方へと突出
している。さらに、この内側通路部106の長手方向の中央部の下部には、外側通路部107と
連通する連通口113が前後方向に沿って長孔状に開口されている。この連通口113は、導入
口105から導入された膨張ガスＧを外側通路部107へと出すもので、上下方向、すなわちエ
アバッグ本体部31の長手方向に交差（直交）する方向であるエアバッグ本体部31の短手方
向に向けて開口している。
【００８８】
　また、外側通路部107は、連通口113から内側通路部106の外部に出た膨張ガスＧの流れ
を規制してエアバッグ本体部31の長手方向に沿って導くもので、前後方向、すなわちエア
バッグ本体部31の長手方向に沿って長手状に形成されており、前後両端部に一方及び他方
の外側通気口115，116を有し、内側通路部106とともにエアバッグ本体部31のガス案内部3
5内に収容されている。また、この外側通路部107は、本実施の形態において、内側通路部
106よりも長手寸法が小さく設定されている。さらに、この外側通路部107は、連通口113
に対向する位置において内側通路部106の外部に形成されている。したがって、この外側
通路部107は、内側通路部106の長手方向の中央部を含む下部を覆って形成されている。
【００８９】
　そして、第１基布108及び第２基布109は、それぞれ前後方向に長手状の長方形状に形成
されている。また、第２基布109は、第１基布108よりも長手寸法が短く、第１基布108の
長手方向の中央部に位置している。
【００９０】
　さらに、図１５に示すように、基布接合部110は、例えば縫製、接着、あるいは縫製と
シール手段との併用などにより構成され、第１基布108と第２基布109とを接合する線状の
第１接合部118、及び第１基布108の上縁部を接合する線状の第２接合部119を備えている
。
【００９１】
　そして、ガス供給部103を形成する際には、まず、予め形成した第１基布108の連通口11
3を覆うように第２基布109を重ね、第１基布108の一側及び他側と第２基布109の一側及び
他側とを、それぞれ第１接合部118により接合し、第１基布108を第２基布109とともに折
り曲げて一側と他側とを重ね、互いに重なり合った第１基布108の上側の縁部に亘ってそ
れぞれ第２接合部119により接合することで、ガス供給部103を完成する。
【００９２】
　このように構成したガス供給部103を備えるエアバッグ10は、上記第１の実施の形態と
同様に、インフレータからの膨張ガスＧが接続管43を介し導入口105からガス供給部103内
の内側通路部106内へと導入されると、この内側通路部106に沿って一部が前方へとガイド
されて通気口112からエアバッグ本体部31の長手方向に沿ってガス案内部35へと出て、ガ
ス案内部35を長手方向全体、すなわち前端部から後端部に亘って均一、あるいは略均一に
迅速に膨張展開させる。また、残りの膨張ガスＧは、連通口113から内側通路部106の下方
へと出て外側通路部107に流入し、この外側通路部107を構成する第２基布109に衝突する
ことで、この外側通路部107に沿って前方及び後方へとガイドされ、膨張部36（前席保護
部41及び後席保護部42）を所定面24に沿った下方に迅速にカーテン状に膨張展開させる。
【００９３】
　このように、上記第７の実施の形態によれば、内側通路部106によってエアバッグ本体



(15) JP 5748552 B2 2015.7.15

10

20

30

40

50

部31の長手方向に膨張ガスＧを導くことにより、エアバッグ本体部31の長手方向両端に膨
張ガスＧを確実に供給して、長尺なエアバッグ本体部31を瞬時に所定の位置に円滑に展開
させることができるとともに、ガス供給部103の内側通路部106にエアバッグ本体部31の長
手方向と交差（直交）する方向に向けて連通口113を設け、連通口113に対向する外側通路
部107によって膨張ガスＧの一部の流れ方向を規制することで連通口113を介してエアバッ
グ本体部31内に供給される膨張ガスＧのエアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）す
る方向への流れを低減することにより、膨張ガスＧの圧力がエアバッグ本体部31の膨張部
36に対してこのエアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する短手方向に直接作用す
ることがなく、エアバッグ本体部31、すなわちエアバッグ本体部31を構成する基布部を保
護できるなど、上記各実施の形態と同様の作用効果を奏することができるとともに、エア
バッグ10の後方からインフレータにより膨張ガスＧを供給する構成にも対応できる。
【００９４】
　次に、第８の実施の形態を図１６を参照して説明する。なお、上記各実施の形態と同様
の構成及び作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００９５】
　この第８の実施の形態は、上記第７の実施の形態の外側通路部107に代えて、連通口遮
蔽部としての方向規制部である仕切り部121を備えるものである。
【００９６】
　この仕切り部121は、導入口105から内側通路部106に導入された膨張ガスＧの一部の連
通口113への流れを迂回させるものであり、例えば上記第７の実施の形態の第１基布108の
内部の連通口113に間隙を介して対向する位置で、かつ、この連通口113の上方に、エアバ
ッグ本体部31の長手方向に沿って線状に設けられている。また、この仕切り部121は、一
端側である後端側、すなわち導入口105側が内側通路部106の下端近傍に位置しているとと
もに、この後端側から、他端側である前端側、すなわち通気口112側へと、徐々に上方に
傾斜するように湾曲して形成されている。すなわち、この仕切り部121は、導入口105と連
通口113との間に位置しており、エアバッグ本体部31の長手方向に沿って内側通路部106の
一部を導入口105と連通口113との間で仕切っている。換言すれば、内側通路部106は、仕
切り部121によって、上下方向に簡易的な二層構造に区画されている。さらに、この仕切
り部121は、例えば縫製、接着、あるいは縫製とシール手段との併用などにより構成され
ている。
【００９７】
　そして、ガス供給部103を形成する際には、まず、予め形成した第１基布108を折り曲げ
て一側と他側とを重ね、互いに重なり合った上側の縁部に亘ってそれぞれ第２接合部119
により接合し、この第１基布108の連通口113の上方の位置を、仕切り部121によって接合
することで、ガス供給部103を完成する。
【００９８】
　このように構成したガス供給部103を備えるエアバッグ10は、インフレータからの膨張
ガスＧが接続管43を介し導入口105からガス供給部103内の内側通路部106内へと導入され
ると、この内側通路部106に沿って前方へとガイドされ、一部が通気口112からガス案内部
35へと出て、ガス案内部35を長手方向全体、すなわち前端部から後端部に亘って均一、あ
るいは略均一に迅速に膨張展開させる。また、残りの膨張ガスＧは、仕切り部121に衝突
してこの仕切り部121を迂回して流れが低減された状態で連通口113から内側通路部106の
下方へと出て、膨張部36（前席保護部41及び後席保護部42）を所定面24に沿った下方に迅
速にカーテン状に膨張展開させる。
【００９９】
　このように、上記第８の実施の形態によれば、仕切り部121によって、エアバッグ本体
部31の長手方向に沿って内側通路部106の一部を導入口105と連通口113との間で仕切り、
導入口105から内側通路部106に導入された膨張ガスＧの一部の連通口113への流れを迂回
させることにより、連通口113を介してエアバッグ本体部31内に供給される膨張ガスＧの
エアバッグ本体部31の長手方向と交差（直交）する短手方向への流れをより確実に低減で
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きるとともに、他の部材（基布）などを別途用いることなく、エアバッグ本体部31の長手
方向と交差（直交）する短手方向への流れを低減させる構成を容易に形成でき、部品点数
を最小限に抑制してエアバッグ10の製造コストを低減できる。
【０１００】
　なお、上記第７及び第８の実施の形態において、内側通路部106は、例えば複数枚の基
布などによって形成することもできる。
【０１０１】
　また、上記の各実施の形態において、膨張部36の内部は、エアバッグ接合部の内側接合
部38によって任意の形状に区画できる。
【０１０２】
　また、エアバッグ10は、上側から下側に向かって展開して自動車の側方の窓部18を覆う
構成に限られず、例えばドアの上部から上側に向かって展開する、いわゆるドアマウント
エアバッグ、あるいは、シートの背部の側部から前側に向かって展開する、いわゆるサイ
ドエアバッグなど、所定面に沿って面状に膨張展開する必要がある適宜のエアバッグ装置
に適用できる。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　本発明は、例えば自動車の側部の窓部に沿って取り付けられ展開することで乗員を保護
するエアバッグに適用できる。
【符号の説明】
【０１０４】
　10　　エアバッグ
　24　　所定面
　31　　エアバッグ本体部
　32，103 　ガス供給部
　36　　膨張部
　44，105 　導入口
　46，106 　通路部である内側通路部
　47，107 　方向規制部である外側通路部
　58，113 　連通口
　83　　第１外側通路部
　84　　第２外側通路部
　85　　方向規制部
　101，121　方向規制部である仕切り部
　Ｇ　　膨張ガス
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